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はじめに 
リモート管理機能を備えた ソフトウェアを使用すると、会議室の 台

のデバイスから、企業の各拠点やキャンパス全体に設置された数百台のデバイスまで、

をどこにでも簡単に展開および管理でき、 重要な機能を一拠点から制御できま

す。全デバイスを一括、もしくは選択したデバイス毎にアップデートを行う、あるいはネットワーク

上で全デバイスを検出して、それぞれを個別またはグループ構成したプロファイルを作成・展

開するなど、コンフィグレーション コマンドを直接送信できます。

（機能）

すべての デバイスのリアルタイムのデバイス ステータス確認と機

能制御を一拠点で実行

すべて、または選択したデバイスのみにソフトウェア更新（ファームウェア アップデート）

デバイスまたはデバイスのグループごとにパラメータを表示、編集、保存

ネットワーク上のすべてのデバイス検出と、プロファイルの作成、保存、および適用

互換性およびダウンロード 

アプリケーションは、 と互換性があり、

 よりダウンロードできます。 

商標およびライセンス情報 

および は の商標です。

は の登録商標です。

および は、 の登録商標または商標です。

その他のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

利用規約とプライバシーポリシーについて 

アプリケーションの利用規約または プライバシー ポリシー

を表示するには、メニュー（≡）から を選択し、

（利用規約）を選択します。

https://pro.bose.com/ja_jp/index.html
https://www.bose.co.jp/ja_jp/legal/privacy_policy.html
https://www.bose.co.jp/ja_jp/legal/privacy_policy.html
https://www.bose.co.jp/ja_jp/legal/privacy_policy.html


デバイスリストとメニューバー 

アプリのメイン画面には、デバイスリスト（ネットワーク上のすべての のリスト）が表示

されます。 デバイスリストの上にはメニューバーがあり、メニュー ≡ といくつかのボタン

が含まれています。 このユーザーインターフェイスにより、次のことが可能になります。

ネットワーク内の デバイスをモニタリングする

列（ ）を追加/削除し、デバイスリストを並べ替え、ニーズに最も合うようにカスタ

マイズする

ネットワーク内の特定の を検索する

デバイスリストを再検索し更新（リフレッシュ）する

を検索するためのネットワーク（複数可）を選択

ネットワークから を削除する

ネットワーク上のすべての のグローバル パスワードを指定する

構成プロファイルを作成しコピーする

をリブート（再起動）する

をデフォルト セッティングに戻す（初期化）

ファームウェアをアップデート（更新）する

システムログをダウンロードする



デバイスを追加、検出、およびモニタリングする

デバイスリストを使用すると、ネットワーク上のすべての のステータスを監視できます。 デ

バイスリストに必要な特定の列情報を加えることで整理することができます。（例えば、 の

カメラがストリーミングされているかどうかを示す (カメラの状態)の列を追加

できます。）

アプリは自動的かつ定期的にバックグラウンドでネットワークをスキャンして、新しい を検

出し、デバイスリストに追加します。 をデバイスリストに手動で追加することもできます。

 

デバイスリスト アイコン/シンボル

アイコン シンボル 状態と意味

ネットワーク列を示します。


ネットワーク接続が切断される （

ネットワーク列に表示されます。

のマイクはストリーミングされており、ミュート解除

ミュートされています。 オーディオ状態

列に表示されます。

のマイクはストリーミングされておらず、ミュート解

除 ミュートされています。 オーディオ状

態 列表示されます。

のスピーカーはストリーミングされており、ミュート

解除 ミュートされています。 （オーディオ

状態）列に表示されます。

スピーカーはストリーミングされておらず、ミュート

解除 ミュートされています。 （オーディオ

状態）列に表示されます。



列（ ）を追加 削除する

いくつかのオプションの列情報を追加または削除して、デバイスリストをカスタマイズできます。

以下の手順でデバイスリストにオプションの列を追加 削除します。

 デバイスリストの右上隅にある （列）を

クリックします。

 表示されるリストで、チェックボックスを選択 選択

解除し、その （列）をデバイスリストから追

加 削除します。 （全表示）を選択すると、

すべての （列）を選択できます。

利用可能な （列）

（建物）

 （フロア・階）

 （部屋）

 （キャパシティ 収容人数）

 （ アドレス）

 （プロファイル）

 （シリアルナンバー）

 （ のステータス・状態）

 （カメラのステータス・状態）

 （通話のステータス・状態）

 （ 接続の状態）

 （デバイスのタイプ）

 （オーディオのステータス・状態）

注： （デバイス名）、 （ネットワーク）、 （
アドレス）、および （ファームウェア）の列を削除することはできません。

デバイスリストを並べ替え（ソート）する

デバイスリストは、 列もしくは複数列のエントリで昇順または降順で並べ替えることができます。

列を並べ替えるには、列見出しをクリックして、以下のように並べ替えオプションを選択します。

昇順:  を選択 

降順:  を選択 

デバイスリストを再検索（リフレッシュ）する

アプリはバックグラウンドで自動的にスキャンして、ネットワーク上

の新しい を検出し、それらをデバイスリストに追加します。 この

検出プロセスを強制的にマニュアルで実行するにはメニュー ≡

をクリックし、 （デバイスリストを再検索）を

選択します。 



マニュアル操作でデバイスリストへ加える

アドレスをマニュアル操作（手動）で入力して をデバイスリストに追加するには以下の手順

にて行います。

 ウィンドウ上部にある
 （新しいデバイスの追加）ボタン

をクリックします。

2. 表示されるウィンドウで、次のいずれかを実
行できます。  

• ウィンドウ上部の大きい方のフィールド
に アドレスを入力します。 アドレス

または アドレスの範囲ごとに 行を使

用します。（右上隅にあるアイコンを
クリックすると、入力できる アドレスの

受け入れ可能な形式を表示します。）

• ウィンドウ下部の小さいフィールドに、 アド

レスを含むリストのファイルをドラッグアンド

ドロップします。 使用可能なファイル形式は、

、 、 、または です。（適

切な アドレス形式を含むこのタイプのファ

イルの例をダウンロードするには、

（ここをクリック）リンクをクリックしてく

ださい）

• （デバイスの追加）をクリックして、各 アドレスのエントリをデバイス

リストに追加します。 新しい は、オンラインかオフラインかに関係なく、デバイスリ

ストに追加されます。 がホストからアクセス到達可能である場合、各 の情報

が表示されます。

• を追加せずにプロセスを終了するには、 （キャンセル をクリックします。

 必要なすべての の アドレスを入力した後、次のいずれかを実行します。

• （デバイスのスキャン）

をクリックして、それらの アドレスを持つ
のネットワークをスキャンします。

オンラインでホストが到達可能な の

アドレスは、 見つかっ

たデバイス の下に一覧表示されます。

オフラインであるか、ホストから到達でき
ない の アドレスは、

デバイスが見つかりません の下

に一覧表示されます。

（再スキャン）をクリックしてネットワークを再スキャンするか、

（検出されたデバイスの追加）をクリックして、 （検
出されたデバイス）の下にリストされている アドレスを持つ をデバイスリストに

追加します。

• （戻る）をクリックして前画面に戻ります。

をデバイスリストに手動で追加すると、その情報がその横に表示され、リアルタイムで

更新され続けます。



デバイスリスト の エクスポート

デバイスリストの内容をスプレッドシートにエクスポートできます。 スプレッドシートの各行はデバ

イスリストのVB1に対応し、スプレッドシートの各列は以下のデバイスリストの設定列に対応します。  
 

現在のデバイスリストをエクスポートするには以下の手順にて行います。 

 メニュー (≡)をクリックし、 （デバイスリストをエクスポート）を選択 

 ファイルを保存する場所を選択し、一意の名前を入力して、 保存 をクリックします。 デフォル

トのファイル名は です。

 

情報検索（ サーチ） 

特定の またはパラメータを検索するには、ウィ

ンドウの左上隅にある （検索）フィールド

をクリックして、目的の検索語を入力します。

検索を特定のパラメータに絞り込むには、 フ

ィールドの下矢印（ ）をクリックして、目的のパラメ

ータを選択します。 すべてのパラメータを検索する

には、 （すべての列）を選択します。

デバイスの識別

特定の デバイスをネットワーク内で識別するに

は以下の手順にて行います。

 デバイスリストで目的の の横にあるチェッ

クボックスを選択します。

 ウィンドウの右上の （その他） をクリ

ックしてから、 （デバイスを

識別）をクリックします。

その では、ライトバーの中央にあるライト

の小さなセクションが繰り返し紫色に点滅し

ます。



ネットワークを選択する 

を検索するネットワーク（複数可）を選択する

には以下の手順にて行います。

 メニュー ≡ をクリックし、 （セッテ

ィング）を選択します。

 表示されるウィンドウで、検索に含めるネットワ

ークのチェックボックスを選択します。（複数選

択可） 

マルチキャスト検出を有効または無効にするに

は、

（マルチキャスト検出（ ） を有効にする）

を選択または選択解除します。

リストされているすべてのネットワークを検索に含めるには、 (すべて選択)チェッ

クボックスを選択します。 

 保存せずプロセスを終了する場合は （キャンセル）をクリックし、継続する場合は

（保存）をクリックします。 

 （保存）をクリックした場合、保存確認メッセージが表示されます。 をクリックして続

行します。

これで、選択したネットワークの のみがデバイスリストに表示されます。

デバイスを削除する

ネットワークから を削除するには以下の手順

にて行います。

 デバイスリストで目的の の横にあるチェ

ックボックスを選択します。

 ウィンドウの右上部分にある 削

除 をクリックします。

 表示されるメッセージで、 をネットワーク

に保持する場合は （キャンセル）を

クリックし、 を削除する場合は

（削除）をクリックします。

 （削除）をクリックすると、確認メッ

セージが表示されます。 をクリックして

続行します。

はデバイスリストから削除され、表示されなくなります。

注： がネットワーク上に残っている場合、 は自動的に再検出されます。



(グローバルパスワード)の指定

ネットワーク内の全 に グローバルパスワード を指定できます。 これは、

全 に割り当てられた複数の個別のパスワードを保管する必要がない利便性を提供します。

重要: グローバルパスワードに設定済みのパスワードを取得する方法はありません。 グロー
バルパスワードを忘れたり紛失したりした場合は、 を工場出荷時の設定にリセットする必
要があります。 工場出荷時のデフォルトのパスワードは です。

注：アクセス後にパスワードは変更されることをお勧めします。

注：特定の のパスワードを設定または変更するには、目的の を選択し、コントロー
ルパネルの 構成 セクションをクリックします。 のパスワードを設定ま
たは変更する際、そのパスワードをグローバルパスワードとして割り当てるオプションも表
示されます。

グローバルパスワードの設定は以下の手順にて行います。

 メニュー ≡ をクリックし、

（グローバルパスワードの管理） を選択します。

 表示されるウィンドウで、グローバルパスワードを最初

のフィールドに一度入力し、続いて 番目のフィールド

にも再入力して確認します。

 保存せずに終了する際は （キャンセル） を、保

存する際は （保存）をクリックします。

 （保存）すると確認メッセージが表示され、 を

押して続行します。

(プロファイル)を管理する

プロファイルを作成して保存し、１台の に設定された全パラメータの内容を、他の複数の

にすばやくコピーし展開できます。

 (プロファイルをダウンロード（保存）する)

のプロファイルの作成および保存（ダウンロー

ド）は以下の手順にて行います。

 デバイスリストで を選択し、必要に応じて

そのパラメータを構成します。 より詳しい方

法については パラメータのコンフィグレー

ション（構成）の項目をご覧ください。

 ウィンドウの右上部分にある  をク

リックし、 （プロファイ

ルをダウンロード）を選択します。

 プロファイルを保存する場所を選択し、任意のプロフ

ァイル名を入力して、 （保存）をクリックします。

 表示されるウィンドウで、保存したプロファイルをその のベースラインとなるプロファイ

ルとして適用するかどうかを選択できます。 保存したプロファイルをベースラインプロファ

イルとして使用するには （適用）をクリックし、現在のプロファイルを保持するには

（キャンセル）をクリックします。



(プロファイルのアップロード（コピー）)

プロファイルを１台以上の にコピー（アップロ

ード）するには以下の手順にて行います。

 プロファイルのコピー先のデバイスリストで

を選択します。

 ウィンドウの右上にある   （その他）を

クリックし、 （プロファイルを

アップロード）を選択します。

 にアップロードするプロファイルを見つ

けて選択し、 （保存）をクリックします。

 (プロファイルの復元)

変更を破棄し、プロファイルを以前の状態に戻す、

プロファイルの復元（ ）を実行するには以

下の手順にて行います。

 デバイスリストからプロファイルを復元する

を選択（複数可）します。

 ウィンドウ右上にある  （その他）を

クリックし、 （プロファイ

ルを復元）を選択します。

 前のウィンドウに戻るには （キャンセ

ル）をクリックし、変更を破棄して以前の設定

へと復元する場合は （更新）をクリ

ックします。



VB1デバイスを再起動（リブート）する

単一または複数の デバイスを手動でリブートす

るには以下の手順にて行います。

 デバイスリストで再起動する を選択しま

す。

 ウィンドウの右上にある   （その他）を

クリックし、 （デバイスの再起

動）をクリックします。

 表示されたウィンドウで、 （キャンセル）

をクリックして何も再起動せずに前のウィンド

ウに戻るか、 再起動 をクリックして

を再起動します。 の動作は、再起動

時に中断されることに注意してください。

デフォルトセッティング（工場出荷時設定）を復元する

単一または複数の の工場出荷時のデフォルト設

定を復元するには以下の手順で行います。

 デバイスリストで、設定をデフォルトに復元す

る を選択します。

 ウィンドウの右上にある   （その他）を

クリックし、

（全ての設定をデフォルトに復元）を

クリックします。

 キャンセル をクリックして前のウィ

ンドウに戻るか、 復元 をクリックし

て選択した の工場出荷時のデフォルト設

定を復元します。



ファームウェアをアップデートする 

単一または複数の のファームウェアを、即時もしくはスケジュールされた時刻にアップデー

トできます。 古いバージョンのファームウェアをインストールすることで、以前のリリースに戻す

ことも可能です。

重要： のファームウェアのインストールプロセスが完了すると、その は自動的に再起動します。

に現在インストールされているファームウェア バージョンを表示させるには以下の手順にて

行います。

 デバイスリストで目的の の横にあるチェックボックスを選択し、パスワードを入

力して、 （実行）をクリックします。

 コントロールパネルから、 セクションをクリックすると、

 （ファームウェア バージョン）の下にバージョン番号が表示されます。

注： 各 の現在のファームウェアバージョンのバージョン番号は、デバイスリストの 列
（ ）にも表示されます。

 

即時にアップデートする 

複数の に最新のファームウェアバージョンをすぐにインストールする場合は以下の手順にて行

います。

 デバイスリストで目的の の横にあるチェックボックスを選択（複数可）します。

 ウィンドウの上部右隅にある （ファーム

ウェアをアップデート） をクリックします。

表示される （アップデートファ

ームウェア）ウィンドウの上部に、現在インストールさ

れているファームウェアのバージョン番号が示されま

す。

 新しいバージョンのファームウェアが利用可能な場

合は ボタンが表示されます。 

（    は、利用可能な最新のファームウェアのバ

ージョン番号です。）



スケジュールされたアップデート 

ファームウェアのアップデートを特定の日時に実行するようにスケジューリングが可能です。

（例として、ユーザーへの影響を回避するために通常の営業時間外に実行する等）。

ファームウェアの更新がスケジュールされている の場合、デバイスリストの

列 に時計アイコンが表示されます。

ファームウェアのアップデートをスケジューリングする 

ファームウェアのスケジューリングを行うには以下の手順にて行います。

 デバイスリストで目的の の横にあるチェックボックスを選択（複数可）します。

 ウィンドウ右上隅にある （ファームウェ

アをアップデート）をクリックします。

（アップデートファームウェア）

ウィンドウが表示されると、上部に現在インストール

されているファームウェアのバージョン番号が示さ

れます。

 

（アップデートの日時（デバイスのローカル時

刻））にて、更新を予定したい日時を、フィールドに直

接入力もしくはカレンダーと時計のアイコンをクリッ

クして設定します。

 （スケジュールを追加）をクリッ

クして、予定を設定します。

スケジュールされたアップデートの変更 

スケジュールされたアップデートの実施日時を変更するには以下の手順にて行います。 

 デバイスリストで目的の の横にあるチェックボックスを選択（複数可）します。

 ウィンドウの右上隅にある （ファームウェアをアップデート） をクリックします。ま

たは、コントロールパネルの （構成）セクションで、 （ファームウ

ェアバージョン）の下の 編集 をクリックします。

表示される

（ファームウェア アップデートのスケジュール編集）ウ

ィンドウで、メッセージに現在インストールされている

ファームウェアと、インストールが予定されているファ

ームウェアの各バージョン番号が表示されます。

 

（アップデートの日時（デバイスのローカル時刻））にて、

予定したい日時をフィールドに直接入力、もしくはカレン

ダーと時計アイコンをクリックして設定します。

 （キャンセル）をクリックして、変更を加えずにウィンドウを閉じる、もしくは

(スケジュールを再度追加)をクリックします。 

（インストールの再スケジュール）をクリックすると、ウィンドウの左

下に （ファームウェアの更新の再スケジュール）メッ

セージが表示されます。 



スケジュールされたアップデートのキャンセル 

スケジュールされたアップデートをキャンセルするには以下の手順にて行います。 

 デバイスリストで目的の の横にあるチェックボックスを選

択（複数可）します。

 コントロールパネルの 構成 セクションで

（ファームウェアバージョン）の下の

（キャンセル）をクリックします。

 表示される (ファー

ムウエアアップデートのスケジュールを編集する)ウィンドウで、

（アップデートのキャンセル）をクリックして

アップデートをキャンセルするか、 （キャンセル

しない）をクリックして変更を加えずにウィンドウを閉じます。

以前のファームウェアバージョンをインストールする 

以前のリリースに戻すために旧バージョンのファームウェアをインストールするには以下の手順に

て行います。

 デバイスリストで目的の の横にあるチェックボックスを選択（複数可）します。

 ウィンドウ右上隅にある （ファームウェア アップ

デート） をクリックします。

 （ファームウェア アップデート）ウィンドウ

が表示されたら リンクをクリックして、インスト

ールするファームウェアバージョンを見つけてダウンロードし

ます。

 （ファームウェア）ウィンドウの灰色のボックス内へ

ドラッグアンドドロップする、もしくは （ブラウズ）をク

リックして目的のファームウェアの ファイルを参照して

選択し、灰色のボックスの下にある （インストール）を

クリックします。

（インストール）をクリックすると、ウィンドウの左下に （フ

ァイルのアップロードが進行中です）というメッセージが表示されます。 プロセスが完了す

ると、 は自動的に再起動（リブート）します。

(システム ログ をダウンロードする)

システムログファイルをダウンロードするには、以下の手順にて行

います。

 システムログファイルをダウンロードするデバイスリストか

ら を選択（複数可）します。

 ウィンドウの右上にある  （その他）をクリックし、

ログのダウンロード をクリックします。

 システムログファイルを保存する場所を選択し、一意の名

前を入力して、 保存 をクリックします。



 (コントロールパネル)
このアプリでは、 以下、コントロールパネル から 台または複数同時に を管

理できます。 このインターフェイスを使用して、 の識別とプロファイルのパラメータ、カメラ

のセッティングとプリセット、マイクビームとその設定、有線 ワイヤレスの両方のネットワーク接

続設定など、さまざまなパラメータを構成できます。

パラメータのコンフィグレーション（構成） 

のコントロールパネルを開くには、デバイスリストの （デバイス名）の左側

にあるチェックボックスを選択し、ウィンドウの右側に表示されるコントロールパネルにパスワー

ドを入力して、  (送信)をクリックします。

注：各 に異なるパスワードを指定する代わりに、 （グローバルパスワ
ード）を設定することもできます。

コントロールパネルには、以下のセクションがあります。（各タブをクリックすると各項目にジ

ャンプし参照できます。）

 コンフィグレーション・構成）：ファームウェアをインストール、

特定のビデオ映像、オーディオ音声、および接続設定へのユーザーアクセスを構成

します。 プロファイル、システム設定、および識別設定（ ）を構成しま

す。

 （ビデオ映像）：カメラ プリセットの保存 呼び出し、および工場出荷時のデ

フォルトのカメラ設定をリストア（復元）します。 オートフレームのアクセスを有効も

しくは無効にし、設定を構成します。 （ 自動

低照度補正）を有効 無効にし、低照度補正設定を構成します。 

オーディオ音声 ： リニアマイクアレイを構成し、マイクやその他のオーデ

ィオ設定へのアクセスを制御し、オーディオの入力レベルと出力レベルを表示しま

す。 

(ネットワーク)：有線接続とワイヤレス接続の有効 無効の切り替えや、

ネットワーク接続のインターネットプロトコル（ ）設定およびワイヤレス（無線）ネッ

トワーク セキュリティ設定を構成します。



注：パラメータを編集すると、コントロールパネルの下部に キャンセル ボタンと
（適用）ボタンが表示されます。 変更を破棄する場合は キャンセル をクリ

ックし、変更を保存して選択した に実装させる場合は 適用 をクリックします。



（コンフィグレーション）セクション 

（コンフィグレーション）セクションには、

ファームウェア情報とアップデート機能や、ユーザーアク

セス（ビデオやオーディオに関する特定の機能と接続設

定）の他、プロファイル、システム設定、および個体識別

等の設定管理のコントロールも提供します。

• （ファーム ウェア バージョ

ン）： 現在インストールされたファームウェア

のバージョン番号。 新しいファームウェアが

利用可能な場合は、それをインストールする

ためのリンクとメッセージが表示されます。

詳細は、「ファームウェアをアップデートする」

をご参照ください。

• （カメラ バージョン）：

のカメラ・ソフトウエアのバージョン番号。

• （プロファイル ネーム）： に任

意設定された構成プロファイルの固有名称。

• （プロファイル説明）：

構成プロファイルを識別するための説明。

• （デバイス名称）： に任意設

定された名称。

• （建物）： の場所を識別するために

任意で構成される名称設定。

• （フロア・階）： の場所を識別するため

に任意で構成される名称設定。

• （部屋）： の場所を識別するために任

意で構成される名称設定。

• (キャパシティ・収容人数)： の場

所の部屋の容量やキャパシティなどを識別する

ために任氏で構成される名称設定。

• （ユーザーアクセス）：以下の機能

へのユーザーアクセスを有効 無効にするには、

各チェックボックスを選択 解除します。

o マイクミュート ：

マイク自体をミュートする機能の有効

無効

o （ ）：ワイヤレスネットワ

ーク接続の有効／無効

o （有線ネットワーク）：

有線ネットワーク接続の有効／無効

o （ブルートゥース） ： 接続の

有効／無効

o （カメラ）： のカメラの有効／無効



o （オートフレーミング）：オート

フレーミングのオン オフを切り替える機能を

有効 無効にします。 オートフレーミングは、パ

ン チルト ズーム（ ）のカメラ設定を自動

的に調整して、室内のすべての参加者のパノ

ラマビューを常時表示します。

o (シンプル ネットワーク マネージメント 

プロトコル)：ネットワークを介した簡易ネットワ

ーク管理プロトコル（ ）を有効 無効にしま

す。詳細については、 を参照して

ください。

o （アプリケーション プログラミング インタ

ーフェイス）：ネットワーク経由で

を有効 無効にします。 詳細については、

を参照してください。

o ディスプレイ リンク ： 出

力 を有効 無効にします。デフォルト

（初期設定）では無効設定 となってい

ます。

 （パスワード）： のパスワードを変

更するには、 （パスワードの

変更)をクリックします。 パスワードには次のもの

が含まれている必要があります。
o ～ この半角文字
o ひとつ以上の大文字
o ひとつ以上の小文字
o ひとつ以上の数字
o ひとつ以上の特殊記号

注：ネットワーク内のすべての で新しいパスワ
ードの使用を有効 無効にするには、

 （グローバルパスワードとして
設定）チェックボックスで有効 無効にします。

 （タイムゾーン）：ローカル タイム ゾーンを選択します。

 （デバイスの現時刻）： の現在時刻を表示（読み取り用）します。

 （ タイム サーバー）： （ネットワーク タイムプロトコル）サーバ

ーの アドレスを選択または入力します。

 （外部制御のアクティブ状態）：接続されている警報システムのアクティブ

状態を指定します。表示： （高・アクティブ）または （低・非アクティブ）

 （ロー パワー モード）：ロー パワー（省電力）モードを有効 無効にしま

す。 有効にすると、 は 時間アイドル状態になった後、省消費電力のスタンバイモードと

なります。

 （ のステータス・状態）： 接続を介して にペ

アリングおよび接続されているデバイスの名称を表示します。

 （カメラのステータス・状態）： カメラ（映像）の状態を

（ストリーミングもしくは非ストリーミング）で表示します。



（ビデオ映像）セクション

（ビデオ映像）セクションには、 カメラ、オート（自動）

フレーミング、および画像処理を構成するためのコントロー

ルが含まれています。

  （カメラ ポジション）：現在のカメ

ラの (パン)、 (チルト)、 (ズーム)の設定を

調整します。

 （プリセット ）：プリセット のカメラ位置の

(パン)、 (チルト)、 (ズーム)の設定を調整し

ます。

  （プリセット ）：プリセット のカメラ位置の

(パン)、 (チルト)、 (ズーム)の設定を調整し

ます。

 （ホーム）： (ホーム)カメラ位置の パ

ン 、 チルト 、 (ズーム)の設定を調整します。

 （オート（自動）フレーム ステータ

ス）：現在のオートフレームの状況

 （オート（自動）

フレームのヘッドルームの調整）： (立位)また

は （座位）を選択して、カメラフレームの上部と

被写体の頭の間のスペースを指定します。スタンドアッ

プミーティングの場合は を選択し、他のすべ

ての場合は を選択します。

 （オート（自動）フレーム

パン チルト速度）：人が部屋を移動するときに カメ

ラがパン チルトする速度として (低速)、

(通常)、または （高速）を選択します。

 （オート（自動）フレーム ボ

ーダー（境界線）サイズ）：フレーム化された画像のボー

ダー サイズを調整します： (小)、 (標準)、

または (大)が選択できます。 最小のボーダー（最

大ズーム）の場合は、 を選択します。

 （オート（自動）フレーム インフォメーション）：このトラブルシュ

ーティング機能を有効 無効にするには、このチェックボックスを選択 選択解除します。

（有効）に設定すると、オートフレーム オブジェクトがビデオ画像上に重ね合わせ

て表示（スーパー イン ポーズ）されます。これらは、セルフビューと共にファーエンド（遠端）

の会議参加者側にも表示されます。

 （低照度補正）：このチェックボックスを選択 選択解除して、

自動低照度補正を （有効） （無効）にします。 (有効)にすると、

低照度補正は薄暗い照明条件でのビデオ画像を最適化します。

注： （逆光補正）が  オフ に設定されている場合
にのみ、 （低照度補正）を有効にできます。



 （逆光補正）： 低 、

中 、または 高 を選択して、明るい光源が

ある条件での画像露出の調整レベルを設定します。 （たと

えば、逆光補正は、明るい照明の前にいてシルエットが照ら

されている人をより良く映し出します。）逆光補正を無効に

するには、 (オフ)を選択します。

注： （逆光補正）が
低 、 （中）、または （高） に設定されて

いる場合、 （低照度補正）は
自動的に （無効）になります。

• （アンチフリッカ

ー（ちらつき防止） 電源周波数） ： または を選択し

て、部屋の照明の 周波数（ ）を指定します。 この機

能は、ビデオ画像に見られるちらつき（フリッカー）を補正

します。 この機能を無効にするには、 (オフ)を選択しま

す。

• （ブライトネス）： 画像の全体的な明るさ

暗さを設定します。

• （コントラスト）：画像の明るい領域と暗い領

域の差を設定します。

• （彩度）：画像の色の深さを設定します。

• （シャープネス）：画像の鮮明度を設定します。

• （ホワイト バランス）：光源の色温度のバランスを設定します。バラ

ンスを自動的に設定するには （自動）を選択します。

• （ビデオ解像度オーバーレイ）：このトラブルシューティン

グ機能を （有効） （無効）にするには、このチェックボックスを選択 選

択解除します。 （有効）にすると、画面の解像度情報がビデオ画像上に重ね合わ

せて表示（スーパー イン ポーズ）されます。 これはセルフビューと共にファーエンド（遠端）

の会議参加者側にも表示されます。



（オーディオ音声）セクション

オーディオ音声 セクションでは、以下のマ

イクアレイ設定（ビーム構成を含む）、オーディオ設

定、およびオーディオ入力および出力レベルなど

にアクセスできます。

• （マイクビームタ

イプ）：マイクビームを自動調整する

（ダイナミック・自動）もしくは手動

で調整する際は （スタティック・固定）

を選択します。

デフォルト 初期設定 のビームタイプは

（ダイナミック・自動）です。これに

は、部屋で最も大きな音を自動で検索する単

一のビームと、部屋で話している人に自動的

に向けられるダイナミックビームが含まれま

す。

（スタティック・固定）ビームは、話者

のいる場所の指定方向へ手動で向けること

ができます。

• （マイクロフォン

ビーム ～ ） 部屋で話している人の検出

を最適化するために、各ビームの角度を指定

します。 これは、

（マイク ビーム タイプ）が （スタティッ

ク・固定）設定されている場合のみ実行でき、

最大 つのビームを作成できます。

注：ビームの値を空白のままにすると、マ
イクのビームカバレッジからビームが削
除されます。

• （エクスクルージョン

（除外）ゾーン ～ ）：

（ダイナミック マイク ビ

ーム）が直接的に集音しないエリアの （最

小）角度と （最大）角度を指定します。 最

大 つの除外ゾーンがあります。

注：これらの値を空白のままにすると、そ
の （エクスクルージョン
（除外）ゾーン）がカバレッジエリアから削
除されます

• （マイク ミュー

ト アクセス）： マイクをミュートするユー

ザーの機能を (有効) (無

効)にします。

• （アコースティック エコー キャンセレーション）：スピー

カーとマイクの間の音響的なフィードバック（ハウリングなど）やエコーを抑制するアコー

スティック エコー キャンセレーションを (有効) (無効)にします。



• (室内の補正)：残

響の多い部屋の音声処理を有効 無効にしま

す。 この機能を 有効 にすると、残響

室（ガラスの壁など）での マイクの明瞭

度が向上します。 デフォルトは無効です。

• （アナログ入力ゲイ

ン）： 必要に応じて (アナログ外

部入力)のゲインを設定し、外部ソースの音量と

他のオーディオソース（ および オ

ーディオ信号）との音量レベルのバランスを取り

ます。

• （スピーカー音量）：

スピーカーのオーディオ再生の音量レベルを

調整します。

• （ブルートゥー

ス通話のブリッジ接続）： の通話に

メディアの 通話をブリッジ接続す

る機能を （有効）にする場合は選択し

ます。



（ネットワーク） セクション

（ネットワーク）セクションでは、有線、ワイヤレス、および （

（簡易ネットワーク管理プロトコル））のネットワーク構成設定へのアク

セスを提供します。

（有線）ネットワーク設定

• （有線IPコンフィグレ

ーション） ： 構成タイプを （動的 自動）

または （静的 固定）から選択します。

o （  

）は、 に

（有線 アドレス）、 （サブネッ

トマスク）、およびその他のネットワークパラ

メーター（該当する場合）を自動的に割り当

てます。

o を選択して、

（有線 アドレス）と (サブ

ネットマスク)を手動で入力します。

• （有線 コンフィグレ

ーション）が （静的 固定）に設定されてい

る場合にのみ、以下のオプション設定を構成する

ことができます。また

（有線 コンフィグレーション）が （動的 自

動）に設定されている場合、これらの設定は読み

取り専用となります。なお、

（ アドレス）は常に読み取り専用です。 

o （有線IPアドレス）： 有線ネットワークの アドレス。

o （サブネットマスク）：有線ネットワークのサブネットマスクの アドレス。

o （デフォルト ゲートウェイ）：トラフィックを他のネットワークに転送するた

めに使用される アドレス。

o （プライマリ ）  に アドレスを割り当てるプライマリ サー

バーの アドレス。

o （セカンダリ ）  プライマリ サーバーが使用できない場合に

に アドレスを割り当てる サーバーの アドレス。

o （  アドレス）： （メディ

ア アクセス コントロール アドレス）。ネットワーク インターフェイス コントローラー

（ ）に割り当てられた個別の識別番号。

注： は もサポートしています。 有線 コン
フィグレーション が に設定されていて、 サーバーが見つからない場合、

は自動的に レンジ の範囲内の アドレスを割り当てます。



（無線）ワイヤレス ネットワーク設定

• （ワイヤレス ネットワ

ーク）：このメニューには、使用可能なネ

ットワークのリスト、各ネットワークの信号

強度、およびネットワークがパスワードで

保護されている場合はロックアイコンが

含まれます。 ネットワークを選択

した場合は、表示されるフィールドにパス

ワードを入力し、 （追加）をクリックし

てネットワークに接続します。 

• (ワイヤレスIP

コンフィグレーション)： 構成タイプを

（動的 自動）または （静的／固

定）から選択します。

o （  

）は、 に

（ワイヤレス アドレス）、

（サブネットマスク）、およ

びその他のネットワークパラメーター（該

当する場合）を自動的に割り当てます。

o を選択し、

（ワイヤレス アドレス）と

(サブネットマスク)を手動で入力し

ます。

• （ワイヤレス コ

ンフィグレーション）が （静的 固定）に設

定されている場合にのみ、以下の設定を構成

することができます。また

（ワイヤレス コンフィグレー

ション）が （動的 自動）に設定されてい

る場合は読み取り専用となります。なお、

 ( アドレス)は常に読み取り専用

です。

o （ワイヤレス アドレス）：ワイヤレス（無線）ネットワークの

アドレス。

o （サブネットマスク）：ワイヤレス（無線）ネットワークのサブネットマス

クの アドレス

o （デフォルト ゲートウェイ）：トラフィックを他のネットワークに転

送するために使用される アドレス

o （プライマリ ） に アドレスを割り当てるプライマリ サー

バーの アドレス

o （セカンダリ ）  プライマリ サーバーが使用できない

場合に に アドレスを割り当てる サーバーの アドレス。

o （ アドレス）： （メディ

ア アクセス コントロール アドレス）。ネットワーク インターフェイス コントローラー

（ ）に割り当てられた個別の識別番号。



注： は もサポートしています。 ワイヤレス
コンフィグレーション が に設定されていて、 サーバーが見つからない場合、

は自動的に レンジ の範囲内の アドレスを割り当てます。

• ( 方式)：該当する場合は、

( 拡張認証プロトコル)のタイプを選択します。

• （フェーズ 認証）： の第 認証フェーズで使用する

方法を選択します。

• （証明書アップロード（オプション））：アップロードされ

た証明書がない場合は、 （ファイルのアップロード）ボタンをクリックし、認証

局（ ）の検証のためにアップロードする証明書を選択します。証明書がアップロードされ

ると、このセクションに表示されます。また、 （削除）をクリックして証明書を削除す

る、あるいは （ファイルの再アップロード）をクリックしてアップロードする

別の証明書を選択することもできます。

• （プライベート キー パスワード （オプション））： 接

続を確立するためのパスワードを入力します。

( 設定)

は、ネットワークの管理と監視のために

（ ）を

サポートしています。

• （認証プロトコ

ル）： は をサポートします。

オプションの認証プロトコルを選択して、ユ

ーザーの を確認します。

• （ユーザー名）： 情報

にアクセスできるユーザー名（最大 文字）。

• （パスワード）： 情報に

アクセス可能な

（パスワード）（最大 文字）。

• （暗号化プロトコ

ル）： は をサポートし、オプシ

ョンのプライバシープロトコルを選択して、デ

ータの機密性を確保します。

• （プライバシーパスフ

レーズ）： 情報にアクセスできるユ

ーザーのプライバシーパスフレーズ（パスワ

ード）を入力します。認証を有効にせずに、プ

ライバシーを有効にすることはできません。

• （トラップ サーバー）： サーバーの アドレスを入力します。 は、

ごとにこのアドレスへ (トラップ)と （イベント通知）を送信し

ます。

注： を介して でサポートされる特定のポーリングとトラップの詳細について
は、 （ に関するドキュメント）のリンクを参照してくださ
い。



 （ 設定）

はネットワーク管理および監視用の

リプ

レゼンテーショナル ステート トランスファー ア

プリケーション プログラミングインターフェイス

（ ） をサポートしています。

これらの設定は、 が 有効 になって

いる場合にのみ使用できます。 が

(無効)になっている場合、これらの設定

の代わりに「 無効 」がこのセクション

には表示されます。

アプリ または を使用して、 を 有

効 無効 にします。 アプリ内で、 を 有

効 無効 にすることはできません。

• ユーザー名 ： 情報にアクセスできるユーザーのユーザー名を入
力します（最大 文字）。

• パスワード ： 情報にアクセスできるユーザーのパスワードを入力
します（最大 文字）。 パスワードを表示または非表示にするには、 パスワードの表示 チ
ェックボックスを選択または選択解除します。

注： を介して でサポートされる特定のメッセージの詳細については、
(REST APIに関するドキュメント)のリンクをクリックし

てください。




